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Abstract. 
To clarify educator sexual misconducts in Japan, text mining was conducted on text data of 288 news 
articles. Multi-dimensional scaling and correspondence analysis revealed that educator sexual misconducts 
were classified into five themes: (1) child prostitution, (2) sexual intercourse, (3) invasive sexual contact, (4) 
camera/video voyeurism and (5) nude selfie, which were placed into two dimensions: grade and relationship. 
Further analysis suggested that these results might be useful on abuse preventive education for educators 
and candidates. 
 














対応の提案が行われている（Shakeshaft, 2003; Shakeshaft, 























らの性犯罪のテーマ研究（Canter & Heritage, 1990; Canter, 
Hughes & Kirby, 1998; Canter & Ioannou, 2004など）を参
考に行った。ニュース記事をデータソースとしたアプローチ


































































 (4)分析手法 テキストマイニングツールとして KH 
Coder（Ver. 2.00fおよびVer. 3.Alpha.8; 樋口, 2004）を用い
た。共起指標および類似度行列生成には統一的にJaccard係
数を用い，共起分析には，多次元尺度構成法（MDS）・対応
抽出語 回数 抽出語 回数 抽出語 回数
教諭 161 児童ポルノ 23 携帯電話 12
行為 121 女子中学生 23 着替え 12
女子生徒 114 胸 22 抱きしめ 12
わいせつ 107 裸 22 性的 11
勤務 92 アプリ 21 買春 11
高校 85 インターネット 21 保存 11
男性教諭 80 教員 21 SNS 10
小学校 74 現金 21 教師 10
中学校 69 下半身 20 交際 10
発覚 69 女子児童 20 宿泊 10
相談 68 女児 20 小型 10
学校 58 好意 19 約束 10
生徒 54 指導 19 利用 10
18歳未満 52 迷惑 19 ツイッター 9
知り合 52 校内 18 トイレ 9
児童買春 50 製造 18 興味 9
みだらな行為 49 無料通信アプリ 18 女性教諭 9
ホテル 49 LINE 17 少年 9
禁止法 49 採用 17 常勤 9
講師 48 授業 17 条例 9
盗撮 47 女子 17 送らせ 9
撮影 43 服 17 発見 9
触っ 41 母親 17 不適切 9
自宅 39 クラス 16 部活動 9
スマートフォン 38 児童福祉法 16 保護 9
女子高校生 38 出会い系 16 やりとり 8
複数 38 臨時 16 映像 8
ポルノ 36 スカート 15 施設 8
強制わいせつ 36 メール 15 自家用車 8
動画 36 送信 15 商業施設 8
青少年 33 駐車 15 小学 8
中学 32 連絡 15 小学生 8
担任 31 淫行 14 卒業生 8
男性 31 顧問 14 男子高校生 8
少女 30 公園 14 被害届 8
カメラ 29 更衣室 14 非常勤 8
キス 29 男子生徒 14 路上 8
育成条例 29 迷惑行為 14 会員制交流サイト 7
関係 29 様子 14 学年 7
自分 29 パソコン 13 帰宅 7
教え子 28 ビデオカメラ 13 自身 7
触る 28 ライン 13 書き込み 7
保護者 27 教育 13 情報 7
画像 26 建造物侵入 13 数学 7
児童 26 写真 13 男児 7
女性 26 侵入 13 認識 7
防止条例 26 設置 13 背後 7
目的 25 抱き 13 不審 7
教室 23 サイト 12 部屋 7



































































































Figure 3 児童買春 
 
 



















Figure 6 スカート内盗撮 
 
 















Figure 8 更衣室盗撮 
 
 












































































Figure 10 小学校 
 
 




Figure 12 高等学校 
 
 

























































を行っている（Davidson et al., 
2011; 警察庁, 2013）。 
Elliott, Browne & Kilcoyne 
(1995)は，子どもに性的虐待をした
者に面接調査を行い，グルーミング
方 略 を (1) タ ー ゲ ッ ト 選 択


























































































Table 2 教員によるわいせつ行為のテーマ・サブテーマ・共通ストーリー・関連語 
テーマ サブテーマ 共通ストーリー 関連語 
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備考 
 筆者の所属大学は教員養成（中高保健体育，養護教諭）を
行っているが，筆者自身は直接的には教員養成教育には携わ
っていない。ただし，教員免許取得を希望する学生が卒業単
位を満たすために筆者の心理学関係の授業を履修している
場合がある。その他，本研究において特記すべき COI はな
い。 
 
